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大崎市９月定例会議会報告
補正予算　ハ　イ　ラ　イ　ト

９月議会が１０月８日終了しました

補正予算で可決された主なものは以下の通りで、３億２６２７万円補正、今年度予算総額で５４０億９４６０万になります。

（１）災害復旧費８２１３万円

（２）利子補給３００万円（県の制度資金）

（３）工業団地開発事業３０００万円（三本木音無地区）
財産取得

オニコウベスキー場圧雪車購入費４０００万円

建築確認申請手数料の値上げ　
平成１９年決算審査について

９月廼議会は、補正予算の審議とともに平成１９年度の決算についての審査も行いました。
　私は建設常任委員長として建設関連の決算審査を行いました。
総括質疑の内容

Ｑ・まちづくり協議会の支出は十分だったのか

Ａ・基本金額に加えて経費として使える支援も行ったが、十分とは言えないと感じている。今後の地域が、自立できる支援を行いたい

Ｑ・まちづくり交付金が使いづらいとの苦情を受けて、その対策は

Ａ・当初は交付金制度の理解薄く、申請の方法にも問題があった。公民館等の職員も含め地域活動に適切な関わりを持つように指導していく。

Ｑ消費生活相談事業で、悪徳商法や金銭トラブル（振り込め詐欺）など件数の推移は

Ａ・相談件数は多少減っているが、多重債務の相談が増加している

ラムサール条約制定に向けて奮闘中
予想される効果

　化女沼を世界的にPRできる。よって観光客の誘致につながる。環境に優しい、観光保全の立場から周辺地域で生産される農産物のイメージアップに繋がると予想される。将来は田尻の冬水田んぼ米のような、「仮称長者米」「化女沼・鶴世姫野菜」などの販売戦略にも使えるのでは。

平成２０年補正予算について

（１）斎場の枯れた松の取り扱いについて

　Ａ・広域行政事務組合と協議している。危険なので早急に伐採の方向で進める

（２）ラムサール条約のワイズユースの考え方

　Ａ・１１月末に市長をはじめ１０名くらいで、韓国で行われる認定式に出席を予定している。報告会を含め来年２月にシンポジュームを企画している

（３）幼保一貫教育の今後の進め方　公立幼稚園のあり方

　Ａ・公立幼稚園の入園者数は、定数の50％くらいである。幼稚園の統合も含め今後検討する

　Ｑ・川北地域の幼稚園、特ににじのさと幼稚園の老朽化が著しいが、この対処は

　Ａ・にじのさと幼稚園は修復の出来る状態ではない。川北全体を考慮しながら、再編を検討したい。

羽黒山彼岸花　多くの観光客が訪れました。

あいにくの雨の中、地域づくり委員会・青年部が中心となって、羽黒山・彼岸花祭りを開催しました。花といっしょに彼岸花・抽選つき1枚100円が大好評でした。関係者の皆さん、お疲れ様でした。来年のチャレンジ交付金の対象になる可能性が高い企画でした。

随時議会報告会を開催してまいります。

議会報告会のお知らせ！！

10月16日(木）　１９：００

平　野　会　館

皆様のお越しをお待ちしています

古川新幹線バリアフリー事業　65600千円

　10月1日ディスティネイトキャンペーンの始まりに間に合うように、改札新幹線ホームにそれぞれエレベーターを設置する事業です。上りのエスカレーターのみでしたが、今後はエレベーターの利用で快適になります。

＊議会報告会を随時行ないます。近くの会場に図書館等建設用地取得経費　167，000千円

　旧合同庁舎跡地用地を取得し、図書館等を建設しようとするものです。近くには税務署跡地もあり、あわせた運用を計画しています。中心部には市民の交流する場所が少なく、この機会に図書館に限定しないで、市民が気軽に利用できる交流できる多目的ホールを求める声もあります。500席規模ホールが必要と考え今後活動してまいります。
どうぞ　連絡先　28-3468　木村　和彦まで＊
